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粧品へと成長し、2008 年度のグループ売上は大体 7,000 億円、今年も景気が芳しくない、
ちょっと厳しい中で頑張っているという状況です。社員は国内外合わせて約２万名。その
うちの約 7 割が女性という会社です。 
「資生堂」という社名ですが、四書五経の易経の中の「至哉坤元 万物資生」（いたれるか






                                                   
* 資生堂ライフクオリティー ビューティーセンター 
† 資生堂ライフクオリティー ビューティーセンター 
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けていきます。華やかさを出すために、たっぷり付けていきます。下のまつげにはブラシ
の先を縦にしてつけます。 
 口元を華やかに見せるときは、目元に合わせて口許もちょっとふっくら描いて、グロス
をつけ、色は肌色がきれいに見える色を選びます。リップペンシルを使うと取れにくく、
にじみも防止できます。 
 チークの入れ方なのですが、鼻の先から耳の中央に１本の線を引きます。口角からこめ
かみのところに１本線を引いて、交わったところが一番濃くなります。ほほがふっくらし
ている方は、尐し斜めに持っていくとすっきり見えます。ふっくら見せたい方は、交わっ
た点から横にぼかしていきます。 
 
（２）活き活きメーキャップ 
  
年齢が高くなってくると、シミなどいろいろな悩みが出てきます。 
 ファンデーションはしっとりとしたリキッドタイプが年齢の高い方にはおすすめです。
ほほのところから尐量ずつ付けて、薄く広げていきます。奇麗なところはそのまま残して、
気になるほほのところをしっかりカバーしていきます。気になっているところにコンシー
ラーをつけていきます。 
 次は眉です。髪の毛はちょっと黒いのでグレーを使います。眉ブラシで毛の流れを整え
ます。足りない部分だけ書き足していきます。 
 では、アイラインを引いていきます。目を開いたときにアイラインがわからないように
まつげの中に描いていきます。 
 では、アイシャドーに行きます。ブラシのほうが自然にフワッとした感じになります。
こちらも同じように、アイホールに自然にぼかします。ダークカラーを目頭からアイライ
ンを引いたところにのせていきます。 
 マスカラは自然に目元に深みをだすようにつけます。 
 年を重ねると口角が下がります。リップペンシルで口角を１ミリあげるように描きます。
口紅は自然な感じの血色のいい色をつかいます。  
チークは肌色が明るく見える色を選びます。顔の形に合わせてふっくらと見えるように
いれます。 
メーキャップは、素敵に年を重ねていくために、ぜひ上手に使っていただきたいものだと
思いますので、今日のご案内が皆さんの一助になればと思っております。 
長時間にわたってご清聴いただきまして、ありがとうございました。 
 
 
 
